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温州みかんにおける非破壊選果機の導入経過と波及効果

光センサーを用いた非破壊選果機の導入により、品質保証による高単価の実現等の有利販売

や、等階級の客観化が図られる。また、選果データは生産指導への活用され、産地全体のレベ

ルアップを推進していく方策として有効である。

農業研究センター企画経営情報部経営研究室（担当者：篠原公人）

果樹研究所常緑果樹部 （担当者：北園邦弥）

研 究 の ね ら い

近年、温州みかん産地の選果場において、光センサー（非破壊内部品質選別機）の導入が進んで

いる。

このため、光センサー導入の効果及び導入前後の動向を把握し、高品質果実生産の指針を作成す

るための資料とする。

研 究 の 成 果

１ 光センサーによる非破壊選果で果実一個毎に糖度等の判定を行いそのデータを示すことによ

り、市場関係者及び消費者に対する品質保証が可能となる。このことにより、販売戦略上で有

利な商品の差別化ができる。

２ 光センサーの選果データを農家の生産上の資料としてフィードバックすることが可能となり、

高品質果実生産につなぐことができる。

３ 光センサーによる全量検査は、品質保証について市場から高い信頼性、評価を得ることが可能

となる。光センサーによる部分検査では、必ずしも十分な信頼性や評価が得られず、また、個

人及び園地の全体データが把握できないため生産指導への十分な活用が図りづらい。

４ かんきつについては、糖度ばかりでなく酸度の品質保証が求められるため、糖酸センサーによ

る効率的な選果が有効である。

以上のことから、光センサーによる非破壊選果機の導入・施設の改善による品質を保証したブラ

ンド化による有利販売や、等階級の客観化が図られる。また、選果データは生産指導において効果

的な活用ができるため、産地全体のレベルアップを推進していく方策として有効である。

普及上の留意点

１ 糖度の低い果実は今までより低い評価となる場合があるため、品質保証を前提とした内容

重視の生産技術および販売対策等が求められる。

、 、２ 他品目への光センサー導入を検討する場合 センサー設置には多額の設備費が必要なため

対象品目の消費動向や産地の状況、償還計画等を基にした生産計画について十分な検討が

必要である。
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糖度・酸度保証 ブランド化 等 高単価の実現

非破壊選果ｼｽﾃﾑ

階級の客観化 ※ 選果作業の効率化 省力化

(光センサー：

糖度・酸度測定)

糖度等データ蓄積 高品質生産指導 産地全体の

データベース化 (管理ﾏﾆｭｱﾙ作成） レベルアップ

図１ 光センサーによる非破壊選果システムのねらい

は、光センサー導入に伴う選果施設の改善（オートメーション化等）を含む※

光(糖)センサー 光(糖酸)センサー
選果場 選果場

全 量 検 査 部 分 検 査

Ｋ選果場 Ｍ選果場 Ｔ選果場

光ｾﾝｻｰ導入年： 平成８年 平成９年 平成10年
導入時農家数： 161 戸 483 戸 390 戸
栽培面積： 222 ha 915 ha 608 ha
取扱量 ： ６ 千ﾄﾝ 15 千ﾄﾝ 14 千ﾄﾝ

光センサー導入の特徴 光センサー導入の特徴
検査内容 ：糖度 検査内容：糖度と酸度
検査量 ：全量 検査量 ：一部分（優品以上）
カンキツで全国初の導入

光センサー導入の影響や効果、問題等

市場評価：他地区より価格がアップする 市場評価：センサー未実施の下級品の価
等、信頼性の向上や高評価が 価格低迷、産地全体としては十
得られた 分な評価が得られず

農家意欲：高生産品生産意欲の向上が 農家意欲：高生産品生産意欲の向上が図
図られた。(マルチ栽培増） られた。（マルチ栽培増）

選果データ利用：データのフィードバック 選果データ利用：データのフィードバッ
による生産指導 クによる生産指導が図れるが、

部分検査では個人及び園地全体
その他 ：共販農家が増加 のデータが得られないため十分

酸は人力によるサンプル検査の な生産指導が難しい
ため信頼性アップのため酸セン
サー導入要請あり

波 及 効 果 等

他地区も含めた選果施設の一元化 糖酸センサーによる全量検査
糖酸センサー導入 （全ラインに糖酸センサー配備）
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